
資料１－１

市民

社会状況の変化

市民意識の変化 地域課題への関心の高まり

個性化・多様化

現状

構成

現状

特性

安価なサービスへの期待 ＜企業の限界＞

ライフスタイルの多様化

行政ニーズの多様化・複雑化 ＜行政の限界＞

協働主体の現状と特性

課題解決への貢献意欲意識

社会サービスへのニーズ変化（町内会・自治会）地縁組織

コミュニティの希薄化

山積する様々な課題

（教員・子ども、校舎等・グランド）学校

市民の生活の場

協働して

社会的課

企業

市民

社会状況の変化

市民意識の変化 地域課題への関心の高まり

個性化・多様化

社会課題・地域課題に取り組みたい市民

特性

自発性・自主性（社会的使命を担いたい思い）

柔軟性・フットワーク・行動力

ネットワーク

専門性（実践的な知識の蓄積）

先駆性・先進性（新しい価値観・発想）

現状

地域

構成

現状

特性

「プロボノ」の広がり

ブランド価値向上

地域社会との共存

現状

安価なサービスへの期待 ＜企業の限界＞

特性収益性利潤の追求

ＣＳＲ、ISO26000

ライフスタイルの多様化

行政ニーズの多様化・複雑化 ＜行政の限界＞

市民 ≧ ＮＰＯ

協働主体の現状と特性

課題解決への貢献意欲

自主的･自発的な社会参加

意識

資金、社員

社員のモチベーショ

ン向上

株主等に説明でき

る社会貢献

社会サービスへのニーズ変化（町内会・自治会）地縁組織

地域課題の最前線

コミュニティの希薄化

山積する様々な課題

（教員・子ども、校舎等・グランド）学校

市民の生活の場

協働して

社会的課

題を解決

ＮＰＯ

企業

市民

社会状況の変化

市民意識の変化 地域課題への関心の高まり

マネジメント力不足（事業遂行能力）

個性化・多様化

社会課題・地域課題に取り組みたい市民

低い認知度（見えない活動実態）

特性

自発性・自主性（社会的使命を担いたい思い）

柔軟性・フットワーク・行動力

未成熟な組織力

ネットワーク

専門性（実践的な知識の蓄積）

先駆性・先進性（新しい価値観・発想）

弱い情報発信力（活動理念・活動実績の発信）

脆弱な財政基盤

現状

地域

構成

現状

特性

「プロボノ」の広がり

ブランド価値向上

地域社会との共存

現状

安価なサービスへの期待 ＜企業の限界＞

特性収益性利潤の追求

ＣＳＲ、ISO26000

大学

学生の減少 － 少子化

ブランド価値の向上 － 差別化

地域社会への浸透

現状

特性

ライフスタイルの多様化

行政ニーズの多様化・複雑化 ＜行政の限界＞

市民 ≧ ＮＰＯ

協働主体の現状と特性

ルール・手続きの未整備

課題解決への貢献意欲

自主的･自発的な社会参加

現状

意識

資金、社員

社員のモチベーショ

ン向上

株主等に説明でき

る社会貢献

社会サービスへのニーズ変化（町内会・自治会）地縁組織

地域課題の最前線

コミュニティの希薄化

山積する様々な課題

（教員・子ども、校舎等・グランド）学校

市民の生活の場

先進性・専門性

（教員・学生、施設・グランド）資源
財政難

協働して

社会的課

題を解決

ＮＰＯ

行政

企業

市民

社会状況の変化

市民意識の変化 地域課題への関心の高まり

マネジメント力不足（事業遂行能力）

個性化・多様化

社会課題・地域課題に取り組みたい市民

低い認知度（見えない活動実態）

特性

自発性・自主性（社会的使命を担いたい思い）

柔軟性・フットワーク・行動力

未成熟な組織力

ネットワーク

専門性（実践的な知識の蓄積）

先駆性・先進性（新しい価値観・発想）

弱い情報発信力（活動理念・活動実績の発信）

脆弱な財政基盤

現状

地域

構成

現状

特性

「プロボノ」の広がり

ブランド価値向上

地域社会との共存

現状

現状 新たな問題・課題への迅速な対応が困難

安価なサービスへの期待 ＜企業の限界＞

特性収益性利潤の追求

ＣＳＲ、ISO26000

社会福祉協議会

都市センター

国際センター

生涯学習センター

関係機関

大学

学生の減少 － 少子化

ブランド価値の向上 － 差別化

地域社会への浸透

現状

特性

ライフスタイルの多様化

行政ニーズの多様化・複雑化 ＜行政の限界＞

公共サービスに対する市民と行政のズレ

相互理解

対等な関係

役割分担と責任の明確化

透明性の確保

原則

目的・目標の共有

評価・振り返り

公共サービスの質の向上

より豊かな市民社会の実現

意義

担い手の多様化 など
特性 公平性・中立性

専門性 － 各部署での行政手法の蓄積

連連携 － 関係機関との連携

資資源 － 施設・土地・事業・信用・広報等

安定性 － 組織としての安定性

市民 ≧ ＮＰＯ

ＮＰＯセンターＮＰＯセンターのあり方の見直し

協働主体の現状と特性

ルール・手続きの未整備

課題解決への貢献意欲

自主的･自発的な社会参加

現状

意識

資金、社員

社員のモチベーショ

ン向上

株主等に説明でき

る社会貢献

社会サービスへのニーズ変化（町内会・自治会）地縁組織

地域課題の最前線

コミュニティの希薄化

山積する様々な課題

（教員・子ども、校舎等・グランド）学校

市民の生活の場

先進性・専門性

（教員・学生、施設・グランド）資源

協働の意義・原則

財政難

協働の意識不足

行政課題の多様化・複雑化

柔軟な対応の難しさ（法令遵守）

協働して

社会的課

題を解決

ＮＰＯ

行政

企業

市民

社会状況の変化

市民意識の変化 地域課題への関心の高まり

マネジメント力不足（事業遂行能力）

個性化・多様化

社会課題・地域課題に取り組みたい市民

低い認知度（見えない活動実態）

特性

自発性・自主性（社会的使命を担いたい思い）

柔軟性・フットワーク・行動力

未成熟な組織力

ネットワーク

専門性（実践的な知識の蓄積）

先駆性・先進性（新しい価値観・発想）

弱い情報発信力（活動理念・活動実績の発信）

脆弱な財政基盤

現状

地域

構成

現状

特性

「プロボノ」の広がり

ブランド価値向上

地域社会との共存

現状

現状 新たな問題・課題への迅速な対応が困難

安価なサービスへの期待 ＜企業の限界＞

特性収益性利潤の追求

ＣＳＲ、ISO26000

社会福祉協議会

都市センター

国際センター

生涯学習センター

関係機関

大学

学生の減少 － 少子化

ブランド価値の向上 － 差別化

地域社会への浸透

現状

特性

ライフスタイルの多様化

行政ニーズの多様化・複雑化 ＜行政の限界＞

公共サービスに対する市民と行政のズレ

相互理解

対等な関係

役割分担と責任の明確化

透明性の確保

原則

目的・目標の共有

評価・振り返り

公共サービスの質の向上

より豊かな市民社会の実現

意義

担い手の多様化 など
特性 公平性・中立性

専門性 － 各部署での行政手法の蓄積

連連携 － 関係機関との連携

資資源 － 施設・土地・事業・信用・広報等

安定性 － 組織としての安定性

市民 ≧ ＮＰＯ

ＮＰＯセンターＮＰＯセンターのあり方の見直し

協働主体の現状と特性

ルール・手続きの未整備

課題解決への貢献意欲

自主的･自発的な社会参加

現状

意識

資金、社員

社員のモチベーショ

ン向上

株主等に説明でき

る社会貢献

社会サービスへのニーズ変化（町内会・自治会）地縁組織

地域課題の最前線

コミュニティの希薄化

山積する様々な課題

（教員・子ども、校舎等・グランド）学校

市民の生活の場

先進性・専門性

（教員・学生、施設・グランド）資源

協働の意義・原則

財政難

協働の意識不足

行政課題の多様化・複雑化

柔軟な対応の難しさ（法令遵守）
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後継者育成

意義 より豊かな市民社会の実現

公共サービスの質の向上

ＮＰＯ・行政の特性を活かしたサービス

原則 目的・目標共有、相互理解

対等な関係、役割分担と責任の明確化

ＮＰＯと行政の協働

課題

組織力

情報発信力

財務力

人材確保 人材育成

理念・活動内容

チラシ・HPの充実

交流会等への参加

事業収入の拡充 マネジメント力の向上

ＮＰＯの自立発展
協働連携と自立発展

担い手の多様化

NPO

後継者育成

意義 より豊かな市民社会の実現

公共サービスの質の向上

ＮＰＯ・行政の特性を活かしたサービス

原則

環境整備

目的・目標共有、相互理解

対等な関係、役割分担と責任の明確化

職員の意識改革

意見交換の場づくり

ＮＰＯと行政とつなぐ窓口・コーディネーター

流れ

協働事業の検討、手法の選択

協働の姿勢、評価

ＮＰＯと行政の協働

課題

組織力

情報発信力

財務力

信用力

人材確保 人材育成

理念・活動内容

チラシ・HPの充実

交流会等への参加

事業収入の拡充

会員（会費収入）の拡充

寄附金・補助金の獲得

透明性・情報公開

活動理念・活動実績の公表

活動拠点・代表者・連絡先

セルフチェック

マネジメント力の向上

ＮＰＯの自立発展

活動理念

活動内容の普及

協働連携と自立発展

協

働

協

働

担い手の多様化

ＰＤＣＡサイクルに則った事業の進め方

ＮＰＯと企業の協働

NPO

後継者育成

企 業

情報提供

協働促進

交流の機会づくり

コーディネート機能

意義 より豊かな市民社会の実現

公共サービスの質の向上

ＮＰＯ・行政の特性を活かしたサービス

交流の場の提供

支援意見交換会

NPO・行政・企業

企画提案力向上につながる協働の展開

原則

環境整備

目的・目標共有、相互理解

対等な関係、役割分担と責任の明確化

職員の意識改革

意見交換の場づくり

ＮＰＯと行政とつなぐ窓口・コーディネーター

流れ

協働事業の検討、手法の選択

協働の姿勢、評価

ＮＰＯと行政の協働

課題

組織力

情報発信力

財務力

信用力

人材確保 人材育成

理念・活動内容

チラシ・HPの充実

交流会等への参加

事業収入の拡充

会員（会費収入）の拡充

寄附金・補助金の獲得

透明性・情報公開

活動理念・活動実績の公表

活動拠点・代表者・連絡先

セルフチェック

マネジメント力の向上

ＮＰＯの自立発展

活動理念

活動内容の普及

行 政

協働連携と自立発展

協

働

協

働

担い手の多様化

ＰＤＣＡサイクルに則った事業の進め方

ＮＰＯと企業の協働

意義

方法

民間活力による効果的な地域課題解決

ＮＰＯの財政基盤強化による市民活動の活発化

社会貢献活動、コミュニティビジネス等の創出

ＮＰＯの専門性と企業の基盤を活かした活動

企業の社会的責任の強化

企業のＣＳＲ活動（間接的営利活動）

ボランティア・

NPOセンター

NPO

後継者育成

企 業

情報提供

協働促進

交流の機会づくり

コーディネート機能

意義 より豊かな市民社会の実現

公共サービスの質の向上

ＮＰＯ・行政の特性を活かしたサービス

情報の発信

交流の場の提供

広報の強化 NPOに対する市民理解の促進

規模に応じた活動場所の提供

人材育成スキルの提供

支援

情報の集約

意見交換会

NPO・行政・企業

企画提案力向上につながる協働の展開

原則

環境整備

目的・目標共有、相互理解

対等な関係、役割分担と責任の明確化

職員の意識改革

意見交換の場づくり

ＮＰＯと行政とつなぐ窓口・コーディネーター

流れ

協働事業の検討、手法の選択

協働の姿勢、評価

ＮＰＯと行政の協働

課題

組織力

情報発信力

財務力

信用力

人材確保 人材育成

理念・活動内容

チラシ・HPの充実

交流会等への参加

事業収入の拡充

会員（会費収入）の拡充

寄附金・補助金の獲得

透明性・情報公開

活動理念・活動実績の公表

活動拠点・代表者・連絡先

セルフチェック

マネジメント力の向上

ＮＰＯの自立発展

活動理念

活動内容の普及

行 政

協働連携と自立発展

協

働

協

働

担い手の多様化

ＰＤＣＡサイクルに則った事業の進め方

ＮＰＯと企業の協働

意義

原則

方法

民間活力による効果的な地域課題解決

ＮＰＯの財政基盤強化による市民活動の活発化

社会貢献活動、コミュニティビジネス等の創出

ＮＰＯの専門性と企業の基盤を活かした活動

企業の社会的責任の強化

企業社員のボランティア活動参加

企業のＣＳＲ活動（間接的営利活動）

企業の持つ資源の提供

ＮＰＯの専門性と企業の営利活動の連携

活動理念や目的・目標の明確化、共有

透明性の確保（情報公開）

相互理解、対当な関係

ボランティア・

NPOセンター
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目的
ＮＰＯ・ボランティアの支援

新しい公共の促進

NPO等市民活動団体が、社会問題の解決に貢献し

ＮＰＯセンターの設置目的 なごやボランティア・NPOセンター条例

場所

立地条件

交通の便

設置数

都心部

地下鉄・鉄道駅から徒歩１０分以内

駐車場の有無（活動資器材の搬出入用）

東西南北 ４ヶ所 地域の中心

地域拠点 地域の課題解決 活動拠点

地域コーディネーター

連携・協働のコーディネーター機能

拠点スタッフの育成

区役所との連絡調整

この地域のNPOの特徴に

配慮したセンターの

○「市民活動」を促進するために設置

○「市民活動」とは...

・市民の自主的な参加による自発的な活動

地域拠点の統括

行政各部局への総合窓口

目的
ＮＰＯ・ボランティアの支援

新しい公共の促進

NPO等市民活動団体が、社会問題の解決に貢献し

ＮＰＯセンターの設置目的 なごやボランティア・NPOセンター条例

場所

立地条件

交通の便

設置数

都心部

地下鉄・鉄道駅から徒歩１０分以内

駐車場の有無（活動資器材の搬出入用）

１６区

東西南北 ４ヶ所 地域の中心

生涯学習センター

区役所

コミュニティセンター
面 積 現在約３００㎡ → 手狭

認証業務の増 → ５００㎡必要

地域拠点 地域の課題解決 活動拠点

地域コーディネーター

運営 直営（行政による運営）

公平性・平等性

ＮＰＯ等の参加による

運営協議会

機能

講座

相談

会議室・集会施設

ボランティア入門から

マネジメントまで対応

専門性・経験・ノウハウ

連携・協働のコーディネーター機能

拠点スタッフの育成

区役所との連絡調整

強
化

既存

この地域のNPOの特徴に

配慮したセンターの

あり方や目指すべき姿

○「市民活動」を促進するために設置

○「市民活動」とは...

・市民の自主的な参加による自発的な活動

地域拠点の統括

行政各部局への総合窓口

活動場所の提供

目的
ＮＰＯ・ボランティアの支援

新しい公共の促進

NPO等市民活動団体が、社会問題の解決に貢献し

ＮＰＯセンターの設置目的 なごやボランティア・NPOセンター条例

なごやボランティア・NPOセンター

場所

立地条件

交通の便

設置数

都心部

地下鉄・鉄道駅から徒歩１０分以内

駐車場の有無（活動資器材の搬出入用）

１６区

東西南北 ４ヶ所 地域の中心

生涯学習センター

区役所

コミュニティセンター
面 積 現在約３００㎡ → 手狭

認証業務の増 → ５００㎡必要

地域拠点 地域の課題解決 活動拠点

地域コーディネーター

運営 直営（行政による運営）

公平性・平等性

信頼性

関係機関との連携

施策への反映

嘱託職員

ＮＰＯ等の参加による

運営協議会

経験

ネットワーク

専門性

設立～運営相談 ノウハウ

地域に密着した人脈

法人設立・マネジメント

対象 個人 ボランティア

一般市民

学生

現役世代

セカンドライフ

市民活動の普及啓発

時間

機能

講座

相談

情報収集・発信・提供

会議室・集会施設

会議スペース

交流・大規模イベント

広報・ＨＰ

ボランティア入門から

マネジメントまで対応

専門性・経験・ノウハウ

連携・協働のコーディネーター機能

拠点スタッフの育成

区役所との連絡調整

強
化

既存

この地域のNPOの特徴に

配慮したセンターの

あり方や目指すべき姿

○「市民活動」を促進するために設置

○「市民活動」とは...

・市民の自主的な参加による自発的な活動

指定管理（ＮＰＯによる運営）

地域拠点の統括

行政各部局への総合窓口

活動場所の提供

目的
ＮＰＯ・ボランティアの支援

新しい公共の促進

NPO等市民活動団体が、社会問題の解決に貢献し

ＮＰＯセンターの設置目的 なごやボランティア・NPOセンター条例

なごやボランティア・NPOセンター

場所

立地条件

交通の便

設置数

都心部

地下鉄・鉄道駅から徒歩１０分以内

駐車場の有無（活動資器材の搬出入用）

１６区

東西南北 ４ヶ所 地域の中心

生涯学習センター

区役所

コミュニティセンター
面 積 現在約３００㎡ → 手狭

認証業務の増 → ５００㎡必要

地域拠点 地域の課題解決 活動拠点

地域コーディネーター

運営 直営（行政による運営）

公平性・平等性

信頼性

関係機関との連携

施策への反映

嘱託職員

ＮＰＯ等の参加による

運営協議会

経験

ネットワーク

専門性

コスト

設立～運営相談 ノウハウ

地域に密着した人脈

法人設立・マネジメント

指定管理と直営

法人認証業務 業務の委託不可

対象 個人

団体

ボランティア

一般市民

学生

現役世代

セカンドライフ

市民活動の普及啓発

事業型ＮＰＯ

草の根ＮＰＯ、地域に密着したＮＰＯ

時間

活動場所（会議室等） 夜９時３０分まで

相談・マネジメント 夕方６時まで

夜間 → 予約制

機能

講座

相談

情報収集・発信・提供

会議室・集会施設

会議スペース

交流・大規模イベント

広報・ＨＰ

ボランティア入門から

マネジメントまで対応

専門性・経験・ノウハウ

連携・協働のコーディネーター機能

拠点スタッフの育成

区役所との連絡調整

強
化

既存

この地域のNPOの特徴に

配慮したセンターの

あり方や目指すべき姿

○「市民活動」を促進するために設置

○「市民活動」とは...

・市民の自主的な参加による自発的な活動

指定管理（ＮＰＯによる運営）

社会貢献の期待できるＮＰＯ

地域の課題を解決できるＮＰＯ

地域拠点の統括

行政各部局への総合窓口

活動場所の提供


